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㌘勘鉾年に鮪鞭餓の學徹献調聲別委員會に學翻繍珊究飾・設けられ，これ畷に昭24和年故部舎轟

ゴ碑繍織鶴廠魔旛さら峰纐麟鱒糊諭藩灘倣組せられ硯在にいたっていtt．鯛　’
煮・，頑籍議會ρ特徴の一つは，從來からの工學または自然科學の領域から謹展して，人文科學をも含む學衝全夢野¢～用藷を．r’

ごぐ纏画たことである・このXX會では，網門鯛ごと噂門繍雄織し，それ蘇の鋤の用融購しそ備
　・－　の　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　r　　　　　　　　．

ド簿原案を卸・部鯛の調肇世翻査の稜凝後曽に制定し矯表する灘である・X在廉だ雛の蜘謹してい
1しないが・機WW係・一化學關係では・一鷹の制鰹が印刷出版母れ。世論欄査している・，　　　　’
蕩・一亀中國から傳來した漢字は，わが國の國語の内蓉を豊富にし，わが國の文花の興隆に資したのであるが，一癌難解な

㌧・漢字峰麟育瞳大娘華娯え・’鞘の綴と陣の甑に多大のさtkげとなつtいることはいうまで緒…x”
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　1蝸韓宇の申から・瞠讃槽きする漢学を一麟に制限することには注旨としては鰍根論はないであろう∴
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　畢上鞭とする灘の榔分が含sれていtcので・用語選定上大して不画まなかつt・・一しかμ誇回の當用漢宇1850
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”｛・鱗ノ陶拷・・慌，ee・　．　tWr愁・謄・騰・款・翁・隷，鷹・罷・閥，琴ガ鼓2樵・碁など日常繭には無くてもすみそうな
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’・ 閨E魚ヘソでは「鮮」・と「鯨」だけであるのはまだヒも，日常使用する鍋，釜皿，瓦，釘屯なく，また人の・・…一生の西

』分の一1まヤ。カイ？Cなる「棚の学もない。　・　　’　　　　．　　’　㌃　ズ
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　　タソハキ，欠伸（ケソシソ）をアクピダ吃逆（ギッギギク）をシャクリとしたなどである。’
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